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　本講演では、Kiso Outer Galaxy Survey(KOGSプロジェクト)の一環として進めている、銀河系外縁部のU
バンドサーベイの結果について報告する。
　我々はこれまで銀河系外縁部の星ディスクの構造を探るために、木曽観測所シュミット望遠鏡と 2kCCDを用
いて、銀経 l = 161◦ − 213◦,銀緯 b = 0◦という広範囲のUBVIバンドサーベイ観測を進めてきた。
　しかし、U,Iバンドの星のカタログは少ないため、U,Iバンドでの等級較正が十分ではなかった。そこで、我々
は (l, b) = (33◦, 0◦), (213◦, 0◦)にある Landolt. (1992)の標準星が存在する視野を繋ぐように銀河面のモザイキン
グ観測を行ってきた。視野間隔を 10分角ずつとるモザイキング観測により、高い精度での等級較正を目指してい
る。また、観測領域内にはMermilliod et al. (1997)でまとめられたUバンドのカタログと重なる領域があり、等
級較正の確認を行った。Uバンドについての観測は終了し、今期より Iバンドでの観測を開始する。
　銀河面のU,Iバンドの星のカタログは未だに少ないため、このカタログは銀河系研究の基礎データとして非常
に有用である。これらのデータはデータベースとしてまとめて順次web上で公開していく予定である。本講演で
はUバンドのカタログのリリースに先駆けて紹介する。


